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あらまし

実利用を前提とした各種マルチメディアアプリケーションを設計し、 ATMネットワー

ク上に実装した。その構成方法とATMネットワークの特性を有効に活用する方策を述べ、

利用状況について報告する。

ATMネットワーク上での構成システムは、 ATMネットワークの高速性、マルチメデ

ィア対応能力を考え、数々のマルチメディアATMアプリケーションシステムを設計し実

装した.単なるネットワークの高速化大容量化だけでなく、実際に活用できるしくみの構

築に重点をおいている。
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Abstract
TUAT had Network system composed of FDDI and Ethernet as ATNet/93 since 1992. But

in 1996, for replying the demand of faster networking and multimedia data transferring, we
prepared ATM network system. Recently we stared multimedia ATM application system

service for faster ATM network systems and wider capacity of multimedia. Not only higher
speed and lager capacity ofnetworks, we are belonging for the system such as comfortable

and useful.
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1.はじめに

本学では、平成4年度に総合情報処理セ

ンター(以下センターと記す)が設置され、

翌年3月にセンターシステムが稼働を開始

した。それと同時にキャンパス情報ネット

ワーク(ATNe t/93)の整備(学内

予算)を行い、各研究室か`ら容易に接続が

可能な設備を整備(全学棟に10BASE-5ケ-



プルと各階に10BASE-Tのインテリジェン

トHUBを設置し、.建物センター間はFD

DI)した。この整備の結果、電子メ~-ル

の利用を中心として、各種ファイル転送、

遠隔アクセスなどが急速に普及し、さらに

WWWに代表される画像や音声を含めたマ

ルチメディアデータの取扱いが増大し、イ

ンターネット上での学術情報の検索i取得

など、ネットワーク上でのデータ転送量が

飛躍的に拡大しているのが現状である。既

設のネットワーク設備では、応答時間の遅

延、大量のファイル転送や画像転送などの

通信速度、通信容量の問題が発生していた。

また、事務専用セキュリティの問題からも

基幹ネットワークのATM化を推進する必

要があった。一方、平成6年度に、複合光

ファイバーケーブルによるスター型のネッ

トワーク基幹工事を行った。これは、 SM

FX6心、 MMFX8心をひとつのケーブ

ルに収容し、センターからスター型で建物

-ケーブルを敷設したものである。

これらの状況を踏まえ、本学では、基幹

ネットワークのATM化を進め、スター型

複合光ケーブルの活用を図ったO　さらにA

TMネットワークの高速性、マルチメディ

ア対応能力を考え、数々のマルチメディア

ATMアプリケーションを導入した。,すな

わち、単なるネットワークの高速化大容量

化だけでなく、実際にマルチメディアを活

用できるしくみの構築に重点をおいている。

2.基本構想
本システムの設計・構成の基本構想は、

次のとおりである。

■2 1世紀に向けた大学の情報化基盤
整備としての大容量・超高速基幹ネッ
トワークの構築。

1研究の高度情報化・ネットワーク
化・マルチメディア化による学術研究

情報の流通促進体制の確立。

■学生・教職員に対してゐ各種情報提

供サービスのネットワークによる基盤

整備、および事轟作業の合理化推進。

具体的には、以下のATM情報システム

を設計構築し、約1年間の運用実績を経験

している。

①準ミリ波広帯域デジタル無線実験局

② lOGbit級ATMバックボーンの構築

③マルチメディアATMテレビ会務システ
ム

④マルチメディアATMグループウェアシ

ステム

⑤MPEG2-VODシステム

⑥サテライトクライアントサーバシステム

⑦情報資源サーバシステム

⑧マルチメディア編集システム

⑨CD-ROMサーバシステム

⑳PCサーバシステム

これらATM情報システムの全体構成を

図1に示す。

3. ATMネットワーク

3.1 ATMスイッチ

超高速大容量マルチメディア基幹ネット

ワークを実現するために、革要最小限の3

台のATMスイッチを導入した。スイッチ

間速度は622Mbpsである。既設のキャンパ

ス情報ネットワークー(ATNet/93)支線系と

はATMルータによる接続とした(PVC,

lOMbps)　ATMスイッチと直結したWS

.(サテライト他)は、 SVC接続とし、 A

RPサーバを運用している。

3. 2　準ミリ波デジタル無線実験局

(1)経緯

4年ほど前から′ト金井キャンパスと府中キ

ャンパスの間をより高速で結ぶ方法はないも

のかと検討していたO　方法として、
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a)自営光ケーブルを敷設(地上系、地下系)

b) NTTやTTNe tなどの回線借用

C)無線方式(マイクロ波、ミリ波)

d)レ-ザ方式

費用、距離、許認可、維持管理費、その他

諸般の間者からC)の無線方式を採用した。今

回採用した無線方式は、ノ海外では、電話局間

の中継ネットワークとして利用している実績

がある。残念ながら国内では周波数の割当て

がなく、現在、研究所レベルでの評価実験を

始めたところである(郵政省としては西暦2

0 0 0年以降に2 3 GHz帯をWANとして採

用する計画がある) 0

(2)特徴

①規格性能

周波数帯17. 755-18. 030GHz(55MHz間隔)

送信出力0.16W, 16QAM変調

SDH 155Mbps(STM-1) ,電話換算1441ch

パラボラアンテナ直径1.2m

小金井: 8号館屋上ポール直付け

府　中: 1号館塔屋上取付

直線見通し距離　3.55km

②回線遮断時間

1 8GH Z帯の無線の受信電界値は激し

い降雨により減衰することがある。キャン

パス間の年間回線断予想時間は、約0.02分

である。

③停電対策

バッテリバックアップにより停電対策を

とっている。災害時の緊急連絡用としての

活用方法を現在検討中である。

3.3　事務専用ネットワーク

事務専用のネットワークを府中地区、お

よび小金井地区に新設した。キャンパス間

の接続は、暗号化セキュリティルータを介

した接続と、 ATMのPVC接続を利用し

たふたつのルートを確保している。事務専

用オフィスサーバと一般事務処理用とを使

い分けている。

4. ATMアプリケーション

4. 1マルチメディアATMテレビ会

議システム

本システムは、キャンパス間がATM接

続したことによって実現した先進的なMP

EG 2 (6Mbps)テレビ会議システムである。

その特徴は、

①一般に普及しているISDN64テレビ会諌

システム(ITU-TH.261)との接続を可能と

している。

②MP EG 2　　　の画像符号化機能に

ょって、現行のテレビ放送並みの品質(毎

秒30フレーム/秒)を実現している。

③複数カメラと拡大プロジェクタを用いて

臨場感のある会議を実現。

⑥マルチメディアATMグループウェアシ

ステムと連動して遠隔打ち合わせが可能。

⑤会議に必要なカメラ操作等は、リモコン

により会議着席位置から行える。



⑥フルカラ十二液晶プロジェクタにより′WS

の解像度まで拡大表示が可能;

⑦AVシステムの充実。映像議事録が可能。

⑧VTR、書画カメラ、電子白板システム、

ハードコピー装置、液晶タブレットを装備。

4. 2　マルチメディアATMグループ

ウェアシステム

離れたキャンパス間での共同事務作業は

電話やファクス、あるいは相手方に出向い

て打ち合わせを行っているのが貌状である,

そこで、 ATMネットワークの整備と同時

に、多地点間で、音声・画像及びデータの

情報を同時に共有し、コラボレーションが

行える機能を有するマルチメディアATM

グループウェアシステムを設置した。

事務担当者が日常的に扱うことを前提と

しているので、統一した操作環境を実現し

ている。その特徴は、次のとおり。

①テレビ会議機能

映像と音声による打ち合わせが高品質な

画像(3 0フレーム/秒)によ`'り実窺。

②アプリケーション共有機能、白板機能、

タブレット操作機能の提供

③多地点同時会議(同時に6箇所)が可能

な制御サーバの導入(画像合成、音声同報
仙1

4.3　MPEG2-VODシステム

学内に対しての各種情報提供サービスや

遠隔授業システムの試行運用に用いるため

に、 MPEG2方式ののビデオオンデマン

ドシステムを実験システムとして導入した。

①利用者が必要な時にサーバ上の蓄積した

データを画像、音声等をダウンロードした

場合、画像品質、時間遅延、∴揺らぎが、現

行のテレビ放送並み以上の性能を有してい

る。

②同時ストリーム数は6台である。

さらに同時ストリ」ム数の拡大や蓄積時

間の延長を予定している。

③ビデオの表示機能として、再生、スチル

(停止) 、順コマ送り、順スロー再生、ジ

ャンプ、順逆送り再生、頗逆スキップ再生、

巻戻しのトリック再生を可能としている。

④voDシステムのコンテンツ入力手段と

してリアルタイムVODエンコーダシステ

ム一式を設置し、前述のVODサーバの入

力装置として利用している。

⑤窺時点でのコンテンツと時間は次のとお

り.

(1)大学案内(日'本語版)　　1 6分

(2)大学案内(英語版)　　　1 6分

(3)シラバスDB利用案内　　　　5分

(4)インターネット入門ビデオ15分

(5)昨今のインターネッ′ト事情　60分

4.4　サテライトシステム

サテライトマシンとして高機能グラフィ

ックスワークステーションを用い、 ATM

スイッチと直結し、 ATMベースのクライ

アントサーバアプリケーションシステムを

構築している。

(1)分子設計教育システム(CAChe)

分子力場計算による構造最適化、分子軌

道計鄭こよる電子状態の解析や化学構造式

の描画、結晶構造、分子のモデリング、分

子軌道図、等電子密度面、電子エネルギー、

各種スペクトルシミュレ-ショーン計算結果

を可視化が行える教育用システム。

(2)材料分子設計支援システム(Cerius2)

有機材埠から電子材料に至るまでの結晶、
アモルファス等の材料設計を支援して、高

機能触媒や生体高分子の合成支援および光

学デバイスや電子デバイスの結晶成長の支



接をするものである。

(3)生体分子解析支援システム(Biosytn)

蛋白質、ペプチドの構造解析とエネルギ

ー計算を主目的としたシステム。

4. 5　情報資源サーバシステム

ATM云イッチと直接接続し、学内の各

種情報を蓄積する。おもにサテライトシス

テムのATMファイルサーバとして用いて

いる。

4. 6　マルチメディア編集システム

各種マルチメディア情報の入力・編集・

保存・出力の装置として機能する。各種メ

ディアからの入力・ノンリニア編集機能・

大容量ディスク装置・ビデオやカラープリ

ンタなど-の出力機能等、各種の要求に応

えられる汎用性を備えている。

5.問題点と課題

(1) VOD同時接続台数

高価なMPEG2-VODシステムの同

時接続台数を大幅に増加しないと端末室単

位での利用に問題がある。現在はプロジェ

クタを用いていいるが、遠隔授業や自習の

ためにもパソコン端末すべてからの利用が

望ましい。

(∋ATMマルチキャスト機能の活用

②ATM+STB方式
端末室や各研究棟までATMで送出し.

周波数変調に変換しSTBにより選択する

ことも検討中である(構内CATV) 。

(2)対外接続回線の高速化

両キャンパス間が無線システムによりA

TM直結化され、一体運用が可能となった

が、学外-の回線速度がネックとならてい

る。

(3)バーチャルユニバーシティや遠隔授業、

scs事業(衛星通信)の配信などを今後

の検討としている。

(4) ATMネットワークの性能評価として、

①FDDI経由のイーサネット間、　②

I P overATM+SVC(ARPサーバ)

の両者におけるファイル転送速度等の性能

評価をおこなうこと。

6.おわりに

ATMネットワークの特性を活かしたシ

ステムを構築し1年間の運用実績も得た。

クライアントからQoSの指定ができる

仕組みが確立されれば、マルチメディアの

利用が一層普及していくものと思われるO
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